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	応用
	抗原情報
	背景
	CD160は27 kDaの糖タンパク質で、モノクローナル抗体BY55によって初めて同定されました。その発現は、末梢血NK細胞および細胞傷害活性を示すCD8 Tリンパ球と密接に関連しています。CD160のcDNA配列は、システインに富み、グリコシルホスファチジルイノシトールアンカー型の181アミノ酸からなるタンパク質で、KIR2DL4分子と弱い相同性を示す単一のIg様ドメインを有しています。CD160は、細胞表面でジスルフィド結合した多量体として発現します。RNAブロット解析により、1.5 kbおよび1.6 kbのCD160 mRNAが明らかになり、その発現は循環NK細胞およびT細胞、脾臓、小腸に極めて限定されていました。 CD160はNK細胞内ではCD56dimCD16+細胞に発現するのに対し、循環T細胞内では主にTCRgd陽性細胞とTCRab+CD8brightCD95+CD56+CD28-CD27-細胞に限定されています。組織中では、CD160は全ての腸管上皮内リンパ球に発現しています。CD160は、古典的MHCクラスI分子と非古典的MHCクラスI分子の両方に結合する幅広い特異性を示します。
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	-
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	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	CD160 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Jurkat 細胞のフローサイトメトリー分析。

